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海洋流速場の空間変化により生じる

レーダ散乱断面積の空間非一様性が引き起こす

収束発散場・渦度場観測への影響

一次散乱エコー形状と流速場

一次散乱エコーの幅が広がる領域と 流速
場変化の大きい領域(渦状構造)が一致
→ レーダ感度分布内での流速場変化と関係

渦度場と発散場の分布が一致しない

渦状構造の移流速度 約0.7m/s



一次散乱エコーの形状変化

一次散乱エコーの広がり、分裂 → 時空間的に連続した領域で発生

2つのエコー間で形状に差がある

⇒ 成因は？

分裂例

通常

一次散乱エコースペクトル形状

レーダ位置 rt =(0,-∞) とする



ローカル海洋波浪スペクトル密度

Ray Equationと正規化



海洋流速場モデル

V0=0.125について計算

流速場計測に影響を及ぼす
流速変化量・空間スケール

・空間スケールはレーダ感度分布の広がりで正規化

⇒個々のレーダにより異なる

　実際のレーダと厳密な比較を行うには極座標による評価が必要

レーダ周波数[MHz] 5.00 9.00 13.00 24.00 42.00
Bragg共鳴波位相速度[m/ 6.84 5.10 4.24 3.12 2.36
無次元速度 0.05 相当[m/ 0.34 0.25 0.21 0.16 0.12
無次元速度 0.10 相当[m/ 0.68 0.51 0.42 0.31 0.24
無次元速度 0.15 相当[m/ 1.03 0.76 0.64 0.47 0.35
無次元速度 0.20 相当[m/ 1.37 1.02 0.85 0.62 0.47

モデル計算

・流速場はレーダが観測する海洋波の位相速度で正規化

⇒ 流速場変化による影響の強度はレーダ周波数によって変化



海洋渦のみ(V0=0.125, φ=90deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

海洋渦のみ(V0=0.125, φ=90deg. KB=(0,1))

Dopplerスペクトル with RCS

海洋渦のみ(V0=0.125, φ=90deg. KB=(0,1))

視線方向流速

海洋渦のみ(V0=0.125, φ=90deg. KB=(0,1))

流速ベクトル(交差角90度)



海洋渦のみ(V0=0.125, φ=90deg. KB=(0,±1))

視線方向流速
より強い一次散乱エコー

流速ベクトル場
一次散乱エコー平均

渦度

発散

海洋渦のみ(V0=0.050, φ=90deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

海洋渦のみ(V0=0.050, φ=90deg. KB=(0,1))

視線方向流速



海洋渦のみ(V0=0.100, φ=90deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

海洋渦のみ(V0=0.100, φ=90deg. KB=(0,1))

視線方向流速

海洋渦のみ(V0=0.150, φ=90deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

海洋渦のみ(V0=0.150, φ=90deg. KB=(0,1))

視線方向流速



海洋渦のみ(V0=0.200, φ=90deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

海洋渦のみ(V0=0.200, φ=90deg. KB=(0,1))

視線方向流速

海洋渦のみ(V0=0.200, φ=90deg. KB=(0,±1))

視線方向流速

湧き出しのみ(V0=0.050, φ=0deg. KB=(0,1))

RCS空間分布



湧き出しのみ(V0=0.050, φ=0deg. KB=(0,1))

視線方向流速

湧き出しのみ(V0=0.100, φ=0deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

湧き出しのみ(V0=0.100, φ=0deg. KB=(0,1))

視線方向流速

湧き出しのみ(V0=0.150, φ=0deg. KB=(0,1))

RCS空間分布



湧き出しのみ(V0=0.150, φ=0deg. KB=(0,1))

視線方向流速

湧き出しのみ(V0=0.200, φ=0deg. KB=(0,1))

RCS空間分布

湧き出しのみ(V0=0.200, φ=0deg. KB=(0,1))

視線方向流速

湧き出しのみ(V0=0.200, φ=0deg. KB=(0,±1))

視線方向流速
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